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※202３年 5 月 2 日～202５年 5 月 1 日の期間 

教育研究業績書 

氏名 吉川
よしかわ

 和挟
か ず さ

 職名 特任准教授（博士（人間・環境学）） 

専門分野 公共政策学・政治学 

所属学会 日本公共政策学会、日本政治学会、日本法社会学会、政策情報学会 

担当科目 行政学、政治学、地方自治論、政策科学入門Ⅱ、地方議会とまちづくり、基礎演習、専門演習など 

Ⅰ 教育活動 

教育実践上の主な業績 概          要 

1.教育内容・方法の工夫（授業評価

等を含む） 

●パワーポイント資料に加え、配布用資料を作成、配布用資料は重要な語を空欄にし、

学生が書き写すことで理解が深まるように工夫している。 

●毎回の講義にて WEB アンケートフォームを使用し、講義の難易度アンケート、自由

記述式のコメント提出を義務付け、次回講義冒頭にて難易度アンケートのフィードバ

ック+おさらい、質問への回答を行っている。各講義ごとに学生の理解度を数的に把握

し学生にも示すことで全体の理解度と学生個人の理解度のギャップを意識させ、各学

生の重点復習箇所を示すとともに、コメントシートによる質的な疑問点・感想への応

答をとおし、復習と理解の手助けを行っている。 

●講義時に表示するパワーポイント資料ではピクトグラムや写真、新聞記事などの視

覚的な情報を活用し、学生にとって理解しやすいものとなるよう工夫している。 

●上記パワーポイント資料は Moodle 上にまとめ、学生から参照可能な形にしている。

●学期中に小テストを実施し都度、学生の理解度を測るとともに、小テスト後の講義

において各設問の正答率、平均点などのテスト結果を公表し、解説している。 

●学内の授業評価アンケートの実施 

2.作成した教科書、教材、参考書 なし 

3.教育方法・教育実践に関する発表、

講演等 

なし 

 

4.その他教育活動上特記すべき事項 なし 

Ⅱ 研究活動 

著書 

著書・論文等の名称 
単著 

共著 

発行または 

発表の年月 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

編者・著者名 

（共著のみ記入） 
該当頁数

『公共政策学辞典』 共著 2024 年 10 月 丸善出版 日本公共政策学会 「第 3章

2-6 政策

のデザイ

ナー(共著:

奥田恒）」

論文 

「自治体行政計画の政策デ

ザイナーとはだれのこと

か」 

単著 2023 年 10 月 『四日市大学論集』36（1）  pp.59-78 

「政策の受容可能性につい

ての理論的考察－選好・受

容・支持に着目して－」 

単著 2024 年 3 月 『四日市大学論集』36（2）  pp.93-110
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「「政策が受け容れられて

いる」とはどのような状態

か？」 

単著 2024 年 4 月 『自治研究みえ』382  pp.1-4 

「居住地への満足度」 単著 2025 年 3 月 四日市大学公共政策研究所『住

み続けたい地域と働き続けた

い職場に関するアンケート調

査報告書』 

 pp.9-16 

学会発表 

発表（報告）名等 
単独 

共同 
発表の年月 学会名等 

「自治体計画策定プロセス

における政策デザイナーた

ちの役割について：誰がど 

のような情報を提供できる

か」 

単独 2023 年 12 月 政策情報学会第 19 回研究大会（岩手県） 

「政策の受容可能性への理

論的アプローチ」 

単独 2024 年 1 月 関西公共政策研究会（オンライン） 

Ⅲ 社会における主な活動 

学会活動 

2024 年 4 月～現在に至る 運営委員（日本公共政策学会 関西支部） 

2025 年 4 月～現在に至る 理事（政策情報学会） 

役員･委員等 

2024 年 2 月～現在に至る 四日市港管理組合公正入札調査委員会 委員 

2024 年 4 月～現在に至る 四日市市入札監視委員会委員 委員 

2024 年 4 月～現在に至る 三重県地方自治研究センター2024 年度研究会 座長 

2024 年 4 月～2025 年 3 月 東員町地域福祉計画策定委員会 委員 

 


